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三重地区交流センター

センター長 髙橋 信雄

5月はゴールデンウィークにはじまり、なにかとイベントが多い月。初夏へ向かって爽や

かで穏やかな日が多い新緑の季節でもあります。また中旬には一年に一度、お母さんに感謝

を伝える「母の日」もやってきます。

また、立春から数えて88日目を「八十八夜（はちじゅうはちや）」といいます。八十八は

組み合わせると「米」という字になることや、末広がりの「八」が重なることから、豊作や

長寿を願う大切な日としてお祝いされていたそうです。八十八夜は立春の日付やうるう年か

どうかで日付が変わりますが、だいたい5月2日あたりになるのが一般的です。 2025年の

八十八夜は5月1日（木）でした。

さて、昨今令和の米騒動が毎日のように高値更新、コメどろぼう等さまざまな米の話題が

ニュ－スで流れてきます。今になって何故コメ不足になっているのか、米は余っていたはず

ではないか、備蓄米の放出が国の政策で行われていますが、ほとんど効果がないようです。

古米や古々米それにカリフォルニア産米と、美味しいコメは何処へやら…。

平成の米騒動は冷夏が原因と言われていますが、根本的な原因は減反です。今は水田の４

割を減反して生産量を650万トン程度に抑えています。減反を廃止して1千万トンを生産し

国内に650万トン、輸出に350万トンになるよう仕向ければ、国内で不足しても輸出の一

部を国内に振り向ければ、今回のようなことは起きないのではないかと思います。

また、世界的な日本食ブームもコメ不足の要因の一つではないでしょうか。世界で様々な

コメが作られていますが、「すし、おにぎり、弁当、牛丼」等々、どうやら和食にはやはり

「日本のコメ」でなくてはならないようです。地球の東の果て「日本」に最後にたどり着い

た稲作文化。米など自然の恵みを尊重しながら育まれてきた「和食」がいま世界中で評価さ

れ、ユネスコ無形文化遺産となっています。

新緑の五月（さつき）
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～ さくらんぼの里 十文字 ～
十文字の特産品の一つ「さくらんぼ」。生産者の多くは三重地区に集

中しています。甘酸っぱくつやつやして宝石のように美しい実をほおば

ると幸せな気持ちになりますね。ぶどうと同じように高級贈答品

として扱われており、中々手が届かないかもしれませんが、

生産者の皆さんが丹精込めて育てた農産物、感謝の気持ちを込めて

美味しくいただきたいですね。



★令和７年度 三重地区交流センター運営協議会 組織図★

★三重地区交流センター運営協議会では、市との協働により、生涯学習活動に加え、

三重地区会議や地域内の団体等と連携し、地域が抱える課題解決につながる話し

合いの場や具体的な事業の企画・運営に取り組んでいます。

三重地区交流センター敷地内のグラウンドは

使用料が無料で使用申請書提出の必要はありま

せんが、センター事務室に一声かけてからご使

用くださるようお願いいたします。

★グラウンド使用についてのお願い★
５月半ばを迎え新緑の美しい季節と

なりましたね。新緑の香りにはストレ

スを軽減する力があることを御存知で

すか。香りの正体はフィトンチッドと

いう成分で、リラックス効果や免疫力

を高める効果があり、心とからだを癒

してくれるそうです。

これからの季節は森林浴を楽しむ絶

好のタイミング！リフレッシュして健

康な毎日を過ごしたいものですね。
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